
北河内 二次医療圏）

病床数
非稼働に

なった時期
稼働できない理由 計画内容 達成時期 計画の詳細

1
独立行政法人地域医
療機能推進機構星ヶ
丘医療センター

枚方市 36床 令和 5 年度

新館４階は産婦人科病棟であったが、医師の退職に伴い整
形外科病棟として稼働した。
今後の担うべき診療機能、病床稼働率の向上、効果的な病
床運用を図るために病床削減を検討した際、病棟構造上の
課題（患者用トイレが女性のみ）があった当該病棟を令和6
年3月1日より非稼働病床とした。

病棟を削減する。 今年度中
令和7年9月30日に非稼働病床の36床を含む178床を削
減した。

2 市立ひらかた病院 枚方市 47床 令和 5 年度 看護師の不足によるもの。 再稼働する。 今年度中 休棟の47床は、可及的速やかに再稼働予定。

3
医療法人御殿山　福
田総合病院

枚方市 10床 令和 2 年度

新型コロナウイルス感染症流行時の感染者受入れ用病床や
その他一般病床は、旧基準病床であったことから、密を防
ぐため一部を間引いて使用しており、現在も同感染患者の
入院はあり、定床に戻しきれていない。
また、同感染症流行時以降、職員数の確保も不安定であ
り、入院患者数も十分な増加には至っていない。

病床の一部を削減
し、再稼働する。

未定

病院建屋が４０年～４５年経過したことから、令和６年に
耐震補強工事を終え、現在リノベーション及び増築を計画
している。
工事終了後は２０床～３０床程度の減床を考えている。令
和８年度の工事開始を望み、打ち合わせを行ってきたが、
計画当初予定に無かった隣接地の借用など状況に変化が生
じたことで、計画の見直しを行っている。
また、建築工事費の高騰により再度工事内容の見直しなど
も検討中である。 令和９年度には工事を開始できるように
打ち合わせ中である。

4
医療法人　大慶会
星光病院

寝屋川市 18床 令和 5 年度
人員不足により、第2病棟を一般病棟として運用することが
困難となったため。

再稼働する。 翌々年度中

令和11年度に完成を予定している新病棟での稼働を予定し
ている。
新病棟は、医療従事者がより働きやすい環境となるよう配
慮をして計画を進めている。
新しい環境で医療従事者を確保して、病床を稼働し地域医
療に貢献する。

5
医療法人　小野山診
療所

守口市 4床 平成 21 年度 夜間勤務する医療従事者の確保が困難であるため。
病床の一部を削減
し、再稼働する。

未定
令和７年９月１６日に３床削減を行った。
残りの1床については医療従事者の確保を継続して検討し
ていく。

6
医療法人慈心会　栗
林クリニック

門真市 3床 平成 19年度 指定医療機関の認定要件を確保するため。 その他
指定医療機関として必要であるため、現状の運用どおりと
し、他の目的で使用しない。

7
医療法人惠和会　惠
和会総合クリニック

大東市 12床 平成 31 年度
当直を行う医師、病棟業務を行う看護師が確保できていな
いため。

病床の一部を削減
し、再稼働する。

今年度中
令和７年９月に４床削減を行った。
状況により保健所と相談しながら、削減を行っていく

8
医療法人　拓真会
仁和寺診療所

寝屋川市 5床 令和 6 年度
有床診療所における役割の入院対象患者が減少、また物価
高騰で経費がかさみ経営を圧迫しているため。

病床の一部を削減
し、再稼働する。

今年度中 令和７年10月に５床削減を行った。

非稼働病床の現況について　（

医療機関名 所在市区
計画非稼働病床の状況

※過去１年間一度も稼働していない病床を有する病院または過去

１年間病床が一度も稼働していない有床診療所（非稼働病床という）
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